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ツマグロヨコバイの生態と防除に関する研究

第1報水稲における吸汁部位

　　　　　　　　　　　　※

大兼善三郎・滝田泰章

　　　　　　1　緒　　言

　ツマグロヨコバイは水稲を吸汁加害し，一方

静岡県以南の地域では水稲の萎縮病の媒介虫と

して問題にされている重要害虫である．本県で

は幸いに萎縮病の発生はほとんど認められてい

ないが，出穂後の水稲の穂に集まり，籾などを

吸汁加害するための減収が重要視されている．

このため，本県では例年農薬航空散布を主体に

秋季のツマグロヨコバイに対して延べ約100，000

haの防除が広域的に実施されている．ところが

防除回数の増加に伴い，防除薬剤の主体である

カーバメート剤に対する抵抗性がしだいに発達

し，現在では本薬剤と有機リン剤の複合剤に頼

　　　　　　　2，6，7）

っている状態である　　．

　しかし，ツマグロヨコバイが主に穂から吸汁

するかどうかについては疑問の点が多い．筆者

らはこのことを明らかにするため，1976〜78年

に水稲に残された食痕の形態及び分布調査から，

本種の発育段階別，性別に吸汁加害部位のくわ

しい調査を行ったところ一定の傾向を知ること

ができたので報告する．

　　　　　lI　材料及び方法

　1．　食痕形態調査

　1）　食痕サイズ調査

　供試虫は陽光定温室で25℃定温，昼夜間照明

のもとで，水稲幼苗（本葉第2葉展開前，以下

同様）により増殖した．

　1977年6月10〜25日に，1／2，000aポットに

栽培した水稲（品種日本晴）の葉身にガラスチ

ューブをかぶせ，この中に齢期別のふ化あるい

は脱皮直後の幼虫，または羽化2〜3日後の成

※現栃木県農業短期大学校

虫をそれぞれ20〜50個体ずつ入れて24時間摂食

　　　　　　　3）

させた．食痕は内藤　の方法で1％エオシン液

により染色処理し，光学顕微鏡下で調査した．

なお，食痕はだ円形のものが多いので，長径の

計測値を食痕の大きさとした．食痕の計測は各

齢期別にそれぞれ136〜192個について行った．

　2）　稲体各部の食痕形態調査

　宇都宮市瓦谷町農試ほ場（品種トヨニシキ，

5月21日稚苗機械移植，出穂期8月20日）から

1976年9月10日に稲体を採集した．この標本の

　　　　　　　　　　　　　　　　　3）

籾，護えい，枝梗，葉しょう及び葉身を内藤

の方法で染色処理し，食痕の認められる部分を

選んだ．この部分をオスミック酸蒸気固定，エ

タノール系列脱水，臨界点乾燥（日立H　C　P−

1型）及び金蒸着処理した後，走査電子顕微鏡

（日立S−310型）で食痕の形態観察を行った．

　2．　食痕分布調査

　1）　中齢幼虫〜成虫の稲体各部の食痕分布

調査（1976年）

　食痕形態調査の標本を採集したほ場から8月

10日，20日（出穂期），30日（穂ぞろい期），

9月20，30日（乳熟末期）の5回，任意に稲体

　　　　　　　3）

を20茎採集し，内藤　の方法で染色処理したの

ちさく葉標本にし，光学顕微鏡下で稲体各部に

残された若齢幼虫以外のツマグロヨコバイの食

痕数を調査した．

　2）　齢期別の稲体各部の食痕分布調査（19

77年）

　（1）　ポット試験

　1／2，000aポットに栽培した水稲（品種日本

晴，中苗機械移植用苗，5月6日植，出穂期8

月15日）をサラン防虫網でおおって野外におき，
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